
本記事は、公認会計士試験の合格者へのインタ

ビューに基づき、受験生の皆さんが合格を勝ち取る

ための学習戦略やマインドセットを詳しく紹介するも

のです。  
H・Nさんは、大学受験の挫折をバネに会計士を目
指し、4度の短答式試験と予備校移籍を経て見事に
最終合格を果たしました。 
本記事では、H・Nさんがどのような思いで試験に臨
み、具体的にどのような手法で膨大な試験範囲を攻

略していったのかを深掘りしていきます。 

合格者紹介 

H・N 

 
• 経歴： ​
大学受験の第一志望不合格という挫折を経て、大

学在学中に会計士の学習を開始。短答式試験3度
の不合格を乗り越え、予備校移籍という環境の変化

も味方につけて合格。 
 
• 学習スタイル： ​
「KPT（Keep・Problem・Try）」による徹底した自己分
析と、タスクを可視化して達成感を積み上げる「付箋

管理術」を実践。 
 
• メンタル： ​
「自分の天井を勝手に決めない」を信条とし、結果そ

のものよりも、限界まで努力した「過程」に価値を置

いた。 

インタビュー 

公認会計士を目指したきっかけと揺

るぎない志の重要性 

――合格おめでとうございます。H・Nさんは、事前の
アンケートでも「会計士になりたい理由」や「将来の

夢」を非常に明確に掲げておられました。 
多くの受験生が学習を進める中で迷いが生じること

も多いですが、H・Nさんのその「志」の強さはどこか
ら来ているのでしょうか。 
 
H・N： 
私がこれほどまでに「なぜ会計士を目指すのか」に

こだわったのは、以前、学習塾で生徒の学習相談に

乗る仕事をしていた時の経験が大きく影響していま

す。  
そこで多くの生徒を見ていて気づいた傾向がありま

す。それは、「天才タイプでない限り、理由が曖昧な

人は必ず途中で脱落する」ということです。 
 
――ご自身の経験則として、「志」がなければ長期戦
は戦えないと確信していたのですね。 
 
H・N： 
天才ならなんとなく始めても受かるかもしれません

が、私はそうではありません。だからこそ、撤退せず

に自分の限界まで努力し続けるためには、自分を支

える強固な「志」が必要だと考えました。 
その上で、私が会計士を目指した理由は大きく3つ
あります。 一つ目は、大学受験での「失敗からの戦
略的転換」です。私は第一志望だった東京大学に落

ちて、慶應義塾大学に進学しました。その際、学歴と

いう土俵では「上には上がいる」という現実を痛感し

ました。同じルートで戦っても勝てない。ならば、資

格という別の武器を持って「差別化」を図るしかない

と考えたのが直接的なきっかけです。 
 
――第一志望の大学の不合格が決まった直後か
ら、すでに次を模索していたのですね。 
 
H・N： 
二つ目は「環境」です。友人の父親が公認会計士と

して独立しており、時間や場所に縛られず自由に働
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き、経済的にも成功している姿を間近で見ていまし

た。「組織に縛られない自由な生き方」のロールモデ

ルが具体的にイメージできていたことは大きかった

です。 
三つ目は、私の「性格」と「適性」の合致です。私は

将来、起業やコンサルティングに携わりたいと考えて

いましたが、ゼロから新しいものを生み出すクリエイ

ティブな才能はありません。一方で、現状の問題点

を分析して改善策を考えることは好きでした。ビジネ

スの現場でその適性を活かすなら、弁護士よりも会

計士が最適だと考えました。 
また、私は非常に「心配性」なんです。起業というリ

スクを取るためにも、会計士というセーフティーネット

があれば、安心して挑戦できると判断しました。 
 
――不合格という挫折、周囲の環境、そしてご自身
の性格分析という3つの視点から、非常に論理的に
公認会計士への道を選ばれたのですね。 
しかし、どれほど強い思いがあったとしても、長期間

の試験勉強の中で心が折れそうになる瞬間はあっ

たと思います。多くの受験生がなんとなく学習を始め

て途中で苦しむ中で、H・Nさんが最後まで走り抜け
られた「秘訣」は何だったのでしょうか。 
 
H・N： 
それは、大学受験の失敗経験から「結果よりも過程

が大事だ」というマインドセットを持っていたからで

す。 第一志望には落ちましたが、自分で志望校を決
め、自分で計画を立て、限界まで努力しました。結果

は不合格でしたが、その「全力を尽くした過程」が

あったからこそ、自分に自信を持つことができまし

た。 
正直、最初は会計士試験を甘く見ていた時期もあり

ましたが、短答4回目という崖っぷちになっても「自分
がやり切ったと思えるまでは絶対に辞めない」と決

めていました。中途半端に辞めるのが一番良くな

い。最大限努力した上でダメなら仕方ない、その「や

り切った過程」から学べるものは必ずあるはずだと

信じていました。  
何も考えずに勉強している人には負けたくないという

思いと、この「過程を重視する視点」があったからこ

そ、最後まで走り抜けることができたのだと思いま

す。 
 
――大学受験の時点で全力で頑張っていたからこ
そ、合格・不合格という結果以上に、やり切る自分を

信じることができたということですね。素晴らしいマイ

ンドセットです。また、モチベーション維持のために

具体的に行っていたことはありますか。 
 
H・N： 

監査法人のオフィスツアーには積極的に参加しまし

た。Big4と呼ばれる大手監査法人のツアーはすべて
回りました。 
実際に職員の方々と話し、自分が働く姿を具体的に

イメージできるようにしておくことは、苦しい時期の大

きな支えになりました。 

予備校の移籍と​
​ 環境の変化がもたらしたもの 

――H・Nさんは、以前は別の予備校に在籍されて
おり、途中からCPAへ移籍されました。環境を変える
のは勇気がいることだと思いますが、予備校間の違

いや移籍の経緯についてお聞かせください。 
 
H・N： 
以前の予備校は、非常にアットホームで受講生全員

が知り合いという環境でした。人数が少ない分、どう

しても「天井」が低くなってしまうというか、努力の基

準値が下がってしまう感覚がありました。1人がサボ
ると私もつい一緒になってサボってしまいました。 
 
――CPA新宿校のような大規模な校舎と比較してど
う感じましたか。 
 
H・N： 
CPA新宿校に来て感じたのは、「上には上がいる」と
いうことです。私は朝6時半に自習室に行っていまし
たが、そこにはいつも同じメンバーがいて、夜まで勉

強している。その努力の幅や真剣度は、以前の環境

とは段違いでした。CPAの方が自分より努力してい
る人が可視化されやすく、刺激を受けました。 
 
――移籍を決断した具体的な理由は何だったので
しょうか。 
 
H・N： 
理由は大きく3つあります。 一つ目は「教材のマンネ
リ化」からの脱却です。短答式試験を4回受ける中
で、手元のテキストをやり尽くしてしまっていました。

同じ問題を解いても、答えを覚えてしまっていて、理

解していなくても「なんとなく」で正解できてしまう状

態でした。そこで心機一転、違う教材でゼロから学び

直したいと考えました。  
二つ目は「退路を断つため」です。もし次に不合格

だった場合、「塾の雰囲気が合わなかったから」とか

「教材が」といった言い訳を一切できないようにした

かったんです。「今一番勢いがあり、やる気のある専

門学校」として評判のCPAに入って、それでもダメな
ら、それは完全に自分の実力不足であり、自分の責
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任だと覚悟を決めるためでした。CPAでは講師一人
ひとりが自信を持って指導にあたっている熱量を感

じられたのも良かったです。 
三つ目は「物理的な学習環境」です。私はブース型

の自習室が好きだったのですが、以前の校舎は自

然光が入らず、昼間でも少し暗いのが気になってい

ました。CPAの自習室はブース型で、かつ明るくきれ
いな環境が整っていたので、毎日通う場所として精

神衛生上も良いだろうと判断しました。  
 
――実際に新しい教材に移行したときに自分の中に
混乱などはありましたか。 
 
H・N： 
混乱はほとんどありませんでした。財務会計論の計

算テキストだけは使い慣れた以前の予備校のものを

継続しましたが、論文対策講義などはCPAのテキス
トに切り替えました。  
移籍して良かったのは、学習初期になんとなく「暗

記」で済ませてしまっていた部分が、新しいテキスト

や講義に触れることで、「あ、これはこういう理屈だっ

たのか」と改めて理論的・体系的に整理されたことで

す。無駄なく知識を再構築でき、理解が深まりまし

た。 

「KPT」による毎日の振り返りと徹底
した自己分析 

――H・Nさんからご提供いただいた資料の中に、
日々の学習記録がありました。非常に特徴的だった

のが、「KPT」を用いた毎日の振り返りです。これに
ついて詳しく教えていただけますか。 
 
H・N： 
私は毎日、その日の振り返りをメモに書いて、友人

に送っていました。形式は「KPT（Keep, Problem, 
Try）」です。「Keep（今日良かったこと）」「Problem
（問題点）」「Try（明日どうしたいか）」の3点を毎日書
き出していました。 
 

 
↑Keep, Problem, Try ごとに毎日気づいたことを
Notionで記録 
 
――勉強の内容だけでなく、生活面なども含めて記
録していますね。 
 
H・N： 
「今日は集中できた」といった学習面だけでなく、「ダ

イエットを頑張る」といった日常の些細なことも書い

ていました。  
重要なのは、何でもいいから毎日書き出して振り返

ることです。自分の良くなかった点を振り返らなけれ

ば、明日もまた同じようにダラダラと過ごしてしまい

ます。それを防ぐために、毎日を「やりっぱなし」にし

ないことを徹底しました。 
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↑管理会計論の振り返りメモ 
 
――次に、提出していただいた「管理会計論の振り
返りメモ」について伺います。これは日々のKPTとは
別に、答練や模試の後に作成されていたのですか。 
 
H・N：  
そうです。これは答練や模試の後に作成していた

「分析メモ」です。 実はこのメモを作るようになった背
景には、私の最大の弱点とも言える性格的な問題

がありました。 
 
――性格的な問題ですか？ 
 
H・N：  
はい。私には大きく2つの弱点がありました。 一つ目
は「復習から逃げること」です。以前の予備校時代か

らの悪癖で、答練や計算問題を解きっぱなしにし

て、面倒な復習を放置しがちでした。 
二つ目は「心配性ゆえの非効率」です。本来はでき

ない箇所を重点的にやるべきなのに、不安だからと

いって、すでにできている得意な部分ばかり回して

勉強した気になってしまう癖がありました。本当に嫌

なことから逃げやすい性格だったんです。 
 
――「復習から逃げてしまう」「嫌なことを後回しにす
る」という弱点を克服するためのシステムが、このメ

モだったわけですね。 
 
H・N：  
その通りです。精神論では直らないと思ったので、

具体的な「記録」と「ルール」で管理することにしまし

た。  
まず「復習から逃げる」癖への対策として、必ずこの

「分析メモ」を残すようにしました。以前の私は、答え

合わせをして「あー、ケアレスミスした」「難しかった」

といった単なる「感想文」で終わらせていました。しか

し、それでは成績は伸びません。 そこで、間違えた
問題については、まず「解けるべき問題」と「捨て問」

を明確に区別します。その上で、解けるべき問題に

関しては、「なぜ解けなかったのか」だけでなく、「ど

うしたら間違えないか？」「どうしたら点が上がる

か？」という具体的なアクションプランまで言語化し

て書き残すようにしました。 
 
――具体的にどのようなことを書いていたのでしょう
か。 
 
H・N：  
「管理会計論の振り返りメモ」を例に挙げると、「資金

管理だからといって後回しにしたら、実は簡単で取

れる問題を落としてしまった」という反省に対し、「手

形がない＆資料から計算すべき項目が明らかなの

で簡単だ！と問題を見て見抜くべきだった」と書きま

す。  
他にも、「原価標準は製品1個あたりの標準原価で
あることを忘れない（ただの暗記ミス）」とか、「計算

中に割り切れなくなったら、無理に進めず自分の計

算を疑って戻る」といった具合です。 単なる反省で
はなく、次回の具体的な行動指針まで落とし込むの

がポイントです。 
また、「これは捨て問だな」と判断したものは、「ふー

ん」と解説を読む程度にして深入りせず、時間を使

いすぎないようにしました。 
 
――非常に具体的ですね。では、もう一つの「嫌なこ
とを後回しにしてしまう」という弱点については、どう

対策しましたか。 
 
H・N：  
こちらは「強制的なルーティン」で解決しました。 私
は計算科目が嫌いで、昼過ぎになると絶対にやりた

くなくなって後回しにしてしまうんです。このため、「朝

6時半に自習室に行き、朝イチで必ず計算の総合問
題を1〜2時間かけて解く」と決めました。一番嫌いな
計算を、朝の元気なうちに終わらせてしまうんです。 
もう一つ、答練を受けた日には「復習が終わるまで

昼休憩を取らない」という鉄の掟を作りました。 
 
――復習が終わるまでお昼ご飯抜きですか？ それ
はかなりストイックですね。 
 
H・N： 
はい（笑）。CPAの答練は朝から始まりますが、受
けっぱなしにして放置する癖を直すには、自分を追

い込む必要がありました。お腹が空くので必死に集

中して復習をやりますし、嫌な復習から逃げられな

い環境を強制的に作ることで、弱点を放置しないサ

イクルを確立しました。 
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目標点数から考える勉強計画 

――H・Nさんの学習計画の立て方についても教え
てください。 
 
H・N： 
大きな最終ゴールから逆算して、中期的な目標、

日々のタスクへと落とし込んで計画を立てていまし

た。カレンダーに科目ごとの目標点数や偏差値を書

き出し、そこから1日単位のスケジュールを決めまし
た。  
日々の管理には、黄色の付箋を使っていました。毎

日、机に付箋を貼り、「6時半から7時半は財務会計
論の計算」といった具合に時間単位でタスクを書き

出します。そして、終わったタスクから付箋の文字を

消していくことで、達成感を視覚的に確認していまし

た。 
また、計画はどうしても崩れるものなので、崩れた時

の対応も決めていました。「時間と量」のバランスを

意識し、計画が遅れたときでも、「これだけは死守す

る」という最低限のラインを設けていました。例えば、

「租税法は毎日必ず2時間確保する」「問題集を1日1
問は解く」といったルールです。計画が崩れた時、私

は嫌いな科目を後回しにしがちだったので、あえて

嫌なもの、苦手なものから先に取り組むようにしてい

ました。 
 

 
↑左下に目標点数や偏差値が書き込まれている。 
 

挫折からのリスタートと​
​ 　　　　　「理解」への回帰 

――ここまで徹底した学習スタイルを確立されるまで
には、紆余曲折があったと思います。学習初期から

順調だったのでしょうか。 
 
H・N： 
いいえ、全くそんなことはありません。大学1年生の
頃は、正直に言うとあまり真面目な受講生ではあり

ませんでした。 
「大学生活は会計士になるためだけにあるのではな

い」と開き直って、サークル活動や月に100時間のア
ルバイトに明け暮れていました。財務会計論の講義

中に寝てしまうことも多かったです。 
 
――そこからどのようにしてスイッチが入ったのです
か。 
 
H・N： 
2年生の時に、講師の方から「このままだとやばい
よ」と言われたこと、そして周囲の友人が合格し始め

たことで焦りを感じました。最初は1日10時間の勉強
に戻すのも辛く、完璧主義な性格も災いして「なんで

こんなに頑張れないんだろう」と自分を責める日々で

した。  
しかし、徐々に勉強時間を増やしていくと、比例して

理解も深まり、勉強自体が楽しくなってきました。 
本格的に「受かる」という希望が見え始めたのは、短

答3、4回目の頃です。次落ちたら撤退するという覚
悟を決めた時期でしたが、同時に最も勉強に夢中に

なっていた時期でもありました。最後の半年間は、正

味13時間くらい勉強していました。 
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↑直前期の勉強時間 
 
――CPAは「理解重視」を掲げていますが、その点
についてはどう意識されていましたか。 
 
H・N： 
以前の私は、どこかで「暗記すればいい」と考えてい

た部分がありました。しかし、理解が伴っていない

と、結局は記憶に定着しないことに気づきました。  
特に論文期には、わからない論点があれば手間を

惜しまず講義動画を見返しました。財務理論であれ

ば、その論証例にいくつの論点が含まれているかま

で精査し、「こうだからこうなる」というロジックを徹底

的に潰していきました。 
 
――講義をもう一度見直すのは時間がかかりそうで
すが、効果はありましたか。 
 
 
H・N： 
ありました。覚えられないのは、根本的に理解できて

いない証拠だと思ったからです。全体像を把握し、

理論的な背景を自分なりに整理することで、結果的

に暗記の負担も減りました。そうやって理解を固め

たことで、財務会計論の理論は得意科目にすること

ができました。 
 

受験生へのメッセージ 

――H・Nさんのお話を聞いていると、ご自身の弱さ
と向き合い、それを克服するための具体的なシステ

ムを作り上げたことが合格の要因だったと強く感じま

す。最後に、現在頑張っている受験生に向けてメッ

セージをお願いします。 
 
H・N： 
受験生の皆さんにお伝えしたいのは、「自分の可能

性を信じてほしい」ということです。 皆さんが思って
いる以上に、自分はもっと努力できるし、もっと成長

できます。 
自分の天井を勝手に決めつけず、あともう一歩だけ

深く踏み込んでみてください。 
その一歩の積み重ねが、今の自分を大きく変えてく

れるはずです。 一つのことにこれほどまで情熱を注
げる機会は、人生においてそう多くはありません。ぜ

ひ、この会計士受験という挑戦そのものを楽しみな

がら、合格を掴み取ってください。応援しています！ 
 

まとめ 

今回の対談を通じて、H・Nさんが合格を勝ち取るた
めに実践してきた数々の戦略が明らかになりまし

た。 
 
• 揺るぎない志を持つ： 
「なぜ会計士になりたいのか」を明確にし、大学受験

の挫折経験を「過程を重視する」マインドセットへと

昇華させた。 
 
• 環境を変える勇気： 
現状の環境に甘んじず、周りのレベルがより高い

CPAへ移籍することで、自らの基準値を引き上げ
た。 
 
• 徹底した自己分析（KPT）： 
毎日の学習内容だけでなく、生活面も含めて「Keep, 
Problem, Try」で振り返り、日々改善を繰り返した。 
 
• 具体的な弱点分析： 
答練や模試の復習では、単なる感想ではなく「なぜ

間違えたか（読み飛ばし、前提の勘違いなど）」「次

はどうするか」を具体的に言語化し、行動レベルまで

落とし込んだ。 
 
• 自分を律するルール作り： 
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「朝一で計算を解く」「直しが終わるまで昼休憩なし」

など、苦手なことから逃げないための強制的なルー

ティンを確立した。 
 
• 理解への回帰： 
暗記に逃げず、講義を見返してでもロジックを理解

することで、知識を盤石なものにした。 
 
 
 
 
 
H・Nさんの合格は、才能だけで掴んだものではあり
ません。自身の弱さを認め、それをカバーするため

の仕組みを作り、泥臭く努力を積み重ねた結果で

す。 
「自分の天井を決めない」という彼女の言葉は、今ま

さに壁にぶつかっている全ての受験生の背中を押し

てくれることでしょう。 
一歩の積み重ねが、今の自分を大きく変えてくれる

はずです。 一つのことにこれほどまで情熱を注げる
機会は人生においてそう多くはないと思います。 
ぜひ、この受験生活という挑戦を楽しみながら、合

格を掴み取ってください。応援しています！ 
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